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『雲火焼』は江戸時代後期から明治時代初期にかけ
て大嶋黄谷（1821～1904）が赤穂の地において生み出
した独特の焼き物です。 
無釉でありながら精巧な技術で磨かれた陶膚は鈍い光
沢を呈し、ある程度人工的に生じさせた窯変の色彩と
文様は燃える夕焼け空を連想させ、当時の人々に賞賛
を得ておりました。 

しかし残念ながらその陶法を伝える人もなく文献も
なく、雲火焼は幻となってしまいました。 

素朴で気品あふれる作品に魅せられ、それが幻であ
るが故に非常なロマンを感じ、長年に亘り試行錯誤を
繰り返し、ようやくその復元にこぎつけました。 

応募期間：平成 27年 11月 21日（土）～平成 27年 11月 30日（月） 

応募規定：林田まちなかあるき【平成 27年 11月 21日（土）～平成 27年 11月

23日（月）】の期間中に林田で撮影した写真 

応募方法： 

①NPO法人 新風林田ホームページから応募 

下記アドレスか右の QRコードよりアクセスして応募してください。 

http://npo-shinpoohayashida.net からフォトコンテスト作品募集ページにアクセスして応募してください。 

※専用フォームは平成 27年 11月 21日よりアクセスできます。 

②NPO法人 新風林田宛ての応募専用メールアドレスに送信 

メールアドレス・・・photo@npo-shinpoohayashida.net 

【件名：フォトコン応募 名前・〒住所・連絡先・メールアドレス・撮影場所】を明記の上、送信してください。 

③写真をプリントして郵送（写真サイズは 2L とします） 

【名前・〒住所・連絡先・撮影場所】を明記の上、下記まで郵送してください。 

〒679-4203姫路市林田町中構 74  NPO法人 新風林田 三木家管理事務所まで 

賞   品：最優秀賞 1名（10,000円相当） 新風林田賞 1名（5,000円相当） 

プロの写真家による厳正なる審査の結果、入賞者にはご連絡の上、副賞を贈呈いたします。 

被写体に人物がある場合、本人の承諾を得て応募してください。 

応募いただいた写真は NPO法人 新風林田ホームページにて掲載させていただく場合があります。 

応募いただいた写真及び写真データの返却はありません。ご了承ください。 

応募に伴う個人情報については、本募集に関する目的以外に使用することはありません。 

 

NPO法人 新風林田 
（林田大庄屋旧三木家住宅管理事務所） 

〒679-4203姫路市林田町中構 74 

☎・FAX 079-261-2338 

雲火焼・水琴窟 常設展示館 

赤穂 桃井ミュージアム 

〒678-0215 兵庫県赤穂市御崎 634 

TEL・FAX 0791-56-9933 

休館日：火曜日 開館時間：10:00～16:00 

入館料無料（イベントにより必要な場合があります） 

http://momoi-museum.com/ 

大嶋黄谷は 28歳の時、赤穂に逗留していた今戸焼の
陶工・作根弁次郎から陶技を習得しました。 

弁次郎に陶技を学んだ大嶋黄谷は、数年後の嘉永 5 
年（1852）に雲火焼の焼成に成功。
雲火焼の特徴は、象牙色の陶膚に橙
色、黒色の夕焼け空にも似た美しい
窯変が現れていることです。 

第１回内国勧業博覧会に出品し、
発明の功績により花紋褒章を受章。技
法は弟子に伝えることなく生涯を終え
ました。 

現存する資料の中に、林田藩の教授で詩人でもあっ
た河野鐵兜が、病床で黄谷に宛てた手紙（慶応２年
（1866）12 月19 日付・個人蔵）があり、鐵兜が没する

一ヶ月余り前にしたため送ったもので、文中、鐵兜は
黄谷の陶器をことのほか好み、薬よりも肝要なもの
で、舶来品よりも珍重しているので早く送って欲しい
と繰り返していますが、この手紙をしたためた翌々月
の 2 月 6 日、43 歳にて鐵兜は没しています。 
今回、三木家での特別企画として雲火焼を展示する

にあたり、敬業館にて所蔵の鐵兜書掛軸と黄谷作の手
焙を一緒に展示しています。 

水琴窟とは、蹲踞（つくばい）や縁先手水鉢の地下
に造られた発音装置の一つです。底に小さな穴をあけ
た甕（かめ）を伏せて埋め、手水の余水が甕の天井か
ら水面に落ちる水滴の音が甕の空洞で 
共鳴し、その音が琴のような高く澄ん
だ音に似ていることから水琴窟と呼ば
れるようになったとされています。
その音は人の心を和ませる癒しの水音
として珍重され、江戸時代から続く日
本庭園伝統技法の一つです。 

雲火焼作家の一人でもある長棟氏
は長年の試行錯誤の結果、地上型の
水琴窟を完成させました。三木家で
は三基の地上型水琴窟を展示し
ます。雲火焼と一緒に和みのひと時
としてその音をお楽しみ下さい。 


